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第 １６ 号 大玉村地域学校協働本部（農村環境改善センター内）

令和５年９月１日（金）発行 大玉村玉井字西庵183 ＴＥＬ０２４３－４８－３１３９

残暑の厳しい日が続きますが、皆さまにはいかがお過ごしでしょうか。

地域の皆様には、これまでの連携・協働活動や放課後子ども教室の活動等で、たくさんの方々が子どもた

ちの活動をご支援くださいました。本当にありがとうございます。

さて、本村では現在“コミュニティ・スクー

ルと地域学校協働活動の一体的推進”を目指し

て事業を進めており、昨年度文科省から本事業

が全国表彰を受けました。その視察のために７

月１３日（木）県教育委員会の方々（教育長を

はじめ６名）が大山小学校を訪れました。

大山小学校の５学年は、ここ数年間総合的な

学習の時間に本村の特産の一つである「そば」

の学習に取り組んでおり、この日は学校支援ボ

ランティアさん（村長さん始め４名）からそば

についての講話を聞く活動を見ていただきました。

これ以降の活動については時間がなくてご覧いた

だけなかったのですが、この後子どもたちは畑に移動して、ボランティアさんから丁寧に教えてもらいなが

ら種まきを行いました。

講話の後、家庭科室に移動して、コミュニティ

・スクール委員との懇談を行いました。

委員から長年携わってきての気付きや地域の変

化、今年初めて委員になって感じること、おおた

ま学園として等様々な意見や感想が出されました。

最後に県教育委員会の方々から、「大人も子ども

も地域が好きだということが実感できた。」、「学校

で地域に会うことができている。」、「子どもたちが

安心して授業にのぞめている。」、「コミュニティ・

スクール委員の組織が素晴らしい。」等の感想をい

ただきました。

そばの講話を熱心に聞く子どもたち（7/13大山小にて）

コミュニティ・スクール委員と県教育委員会の懇談
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ボランティア登録数 １２２名

４～７月要請件数７２件、延べ人数１４４名

コロナの影響が少なくなりましたが、今年度もボランティアさんの参加意志や各幼稚園、小・中学校の意向

を確認し、支援方法を工夫しながら取り組んできました。ここ４ヶ月間の実践の一部を紹介します。

令和５年５月２２日(月) ⇒

ボランティアさんから年長組、

年中組の子ども達に、さつまい

もの苗植えのしかたを指導

していただきました。静か

に聞いて、一生懸命に苗植

えをすることができ、楽し

い時間を過ごしました。

⇒

令和５年６月８日(木)

「大玉ずんね会」の方々に、ずんねかぼちゃの苗植えを教えていた

だきました。普段見ることができない大きなかぼちゃになるそうで

す。子ども達は、かぼちゃの成長を大変楽しみにしていました。

令和５年４月１１日（火）⇒

ボランティアさんから

年長組の子ども達に、じ

ゃがいも植えのしかたを

教えてもらいました。お

話をよく聞き、じゃがい

もが大きく育つことを願

いながら、土を寄せてい

ました。

令和５年６月９日（金）

⇓

年長組・年中組のさくらんぼ狩りは、あいにくの雨模様でした。駐車場からさくらんぼ狩りへの県道横断に、

ボランティアの方々に、安全確保の協力をいただきました。

令和５年７月１３日(木)

５学年の総合的な学習の時間“大玉村の自然と産業（そば

の種まき）”の学習で、ボランティアの方からそばについて

講話をいただき、学校農園に種をまきました。畝にぱらぱら

とまくとよいことを教えていただきました。そばについて、

児童からの質問にも答えていただき、また、実際に種まきを

して、貴重な体験をすることができました。
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令和５年７月１８日(火)

６学年の総合的な学習の時間“大玉村の戊辰戦争跡地見学の

学習”で、ボランティアの方から、大玉村内での戊辰戦争につ

いて講話をいただき、その後、地元住民が犠牲者を弔った「戦

死三十一人墓」や正福寺の弾痕などを熱心に見学しました。戦

争は絶対起こしてはならないと教えていただきました。

令和５年４月１１日（火）

玉井小学校入学児童の下校指導をしました。１０日間の間、ボ

ランティアの方も新１年生と一緒に歩き、安全に下校指導をして

いただきました。

ボランティアさん

に見守りをしても

らい、安全な歩き

方を学ぶことがで

きました。

⇓

令和５年６月１６日（金）・２０日（火）

全学年の体育科の授業でボランティアの方に新体力テストの

計測補助をしていただきました。１年生には６年生から不安気な児童に優しく声をかけながら、回数を数えた

りして、記録を計りました。自分の記録に大満足の児童の笑顔が見られました。

令和５年６月２８日(水)

３学年の総合“ふるさとに貢献しよう”のテーマで、おおたま

スポーツクラブについて担当者から講話をいただきました。クラ

ブに既に申し込みをしている生徒もおり、生徒たちから、クラブ

の運営企画について、様々な提案が活発に出されました。クラブ

の担当者から、「生徒たちの提案を形にしていきたい！」と前向

きなお話をいただきました。

令和５年６月２８日(水)

３学年の総合“ふるさとに貢献しよう”のテーマで、大玉村

地域おこし協力隊

の方に、「森の民

話茶屋」について、

講話をしていただきました。民話のライブ、村の産品・食

文化の紹介等、お話をいただき、「民話によって地域を愛し

てほしい。大人になっても覚えておいてほしい。」と、話が

あり、生徒たちには、改めて「森の民話茶屋」について関

心を持って、深く学んでいこうとする気持ちを高めていま

した。



- 4 -

今年度の放課後子ども教室は、大山教室３２名、玉井教室４１名、合わせて７３名でスタートしました。

各会場とも、子どもたちの元気いっぱいな声が響いています。新しく入った子どもたちも、最初は緊張した様

子でしたが、少しずつ活動に慣れて、他学年の児童と話をしたり、ボランティアさんと楽しく活動したりする

姿が見られるようになってきました。

玉 井 教 室 大 山 教 室

室内でコミュニケーションゲームです。班の友だ 「音楽に合わせて体を動かそう」…講師の先生に普段

ちと自己紹介ゲームや漢字探しゲームをし、盛り 使わない筋肉に効く、いろいろな動きを教わりました。

上がりました

班ごとにトランプやウノなど、様々なカードゲーム

自分たちで分量を測ってスライム作りに挑戦です。。 で遊びました。けん玉の色々な技にも挑戦しました。

好きな色を混ぜてオリジナルスライムの完成～♪

白玉団子が入ったフルーツポンチを作りました。ボ

５年生が宿泊学習前のため、ＡＢ教室の４・６年生 ランティアさんに教えてもらいながら、手際よく調

合同で七夕飾りを作りました。 理できました。
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７月２８日（金）・３１日（月）８月４日（金） 【子ども司書養成講座】
７月２８日（金）・３１日（月）、８月４日（金）の３日間、読書の

楽しさを友達や家庭、地域に伝えていく『子ども司書養成講座』がふ

るさとホールで行われました。村内の５年生７名が受講し、学校司書

から司書の仕事の講義、講師からＰＯＰ作りやレファレンスについて

の演習が行われました。

「司書の仕事」では本の貸し出しだ

けではなく、利用者と本をつなぐ方

法等を教えていただき、様々な仕事

内容があることに驚く様子が見られ

ました。

「ＰＯＰ作り」では紹介したい本の

紹介の仕方や、文章とイラストの組

み合わせ方を教えていただき、一人

一人が工夫をして温かみのある素敵なＰＯＰができあがり、実際に

ふるさとホールの紹介コーナーに置いていただきました。

今後は大玉村のおはなし会や学校の読書活動でも活躍していきますので、見守っていただきたいと思います。

７月３１日（月）～ ８月３日（木）【学びのオアシス】
上記の４日間、小学５年生から中学２年生を対象に『学びの

オアシス』を行いました。延べ２９名の子どもたちが参加し、

夏休み中の課題に取り組んでいました。

困った時や疑問に感じたときには、学習サポーターの大学生

にすぐに尋ねることができて学習がとてもはかどったようです。

「集中して勉強ができてよかった。」「自分のペースで進め

られてよかった。」「分からなかったところが分かるように

なった。」「友だちと勉強して楽しかった。」「大学生に教え

てもらえるのがすごくよいと思った。」等の感想がありま

した。来年も実施する予定ですので、ぜひ気軽に参加して

ください。

今年度の未来塾が８月７日（月）からスタートしま

した。来春の受験 に向け１２月２５日まで１５回開

催する予定です。（２学期は全て土曜日）

今年は、５３名の中３生の参加希望がありました。

８月１０日（木）までの４日間夏期講習を行ったので

すが、どの子も集中して学習に取り組んでいました。


